
経済産業省　経済産業政策局　新規事業創造推進室

事業名：令和４年度海外における起業家等育成 プログラムの実施・拠点の創設事業（公募区分（２））

（採択事業者）

事業者名 法人番号 提案価格

デロイトトーマツ

ベンチャーサポート株式会社
3010001085516 3,099,417 千円

（提案事業者名）

①デロイトトーマツベンチャーサポート株式会社

②SOZO VENTURES 株式会社

③A.T. カーニー株式会社

④エッグフォワード株式会社

⑤株式会社 KPMG FAS

　※提案事業者名と下記にある事業者名の順番は対応していない

（審査委員属性）

公認会計士

大学教授

大学教授

※審査委員の属性と下記にある委員の順番は対応していない

（採点結果）

提案事業者名 委員A 委員B 委員C 合計

デロイトトーマツ

ベンチャーサポート株式会社
174 154 197 525

A社 111 81 87 279

B社 125 114 96 335

C社 144 109 140 393

D社 172 83 162 417

提案事業者名 提案書の記載内容

事業の実施方法、

実施スケジュール

が現実的か。

実施方法等につい

て成果を高めるた

めの効果的な工夫

が見られるか

事業の関連分野に

関する知見を有し

ているか。

本事業を円滑に遂

行するために、事

業規模等に適した

実施体制をとって

いるか。

コストパフォーマ

ンスが優れている

か。また、適正な

積算が行われてい

るか。

ワーク・ライフ・

バランス等推進企

業であるか。

合計

デロイトトーマツ

ベンチャーサポート株式会社
適 71 39 333 47 25 10 525

A社 否 47 27 156 23 19 7 279

B社 適 49 27 195 32 19 13 335

C社 適 53 33 252 26 21 8 393

D社 適 53 27 264 40 24 9 417

（評価コメント）

提案事業者名

デロイトトーマツ

ベンチャーサポート株式会社

A社

B社

C社

D社

企画競争実施結果

・都市ごとに特徴的な事業分野を紐づけている点は特徴的。

・海外ネットワークは例として大学やアクセラレーター等の組織名がリストアップされている点は評価できる。

・提案されたプログラムは無難な内容にとどまっていた。

コメント

・「始動」「飛躍」の過去における政府の大きなプロジェクトに関わってきており、従前の実績十分である。

・「確実かつ柔軟に」を掲げ、国内海外での長年にわたる「モーニングピッチ」の経験を踏まえ、国内プログラム3コース、海外プログラム10コースを運営する予定。

・各地域での連携先とのコンタクトポイントも明確。全体体制とスケジュールが上手く練り込まれているという印象。英語ピッチ演習等はきめ細かい対応。

・同社自身が有するグローバルネットワークに加え、現在支援している東京都のイベントでは30か国・100都市から参加者を募ることができており、本事業を確実に実施できる事業者と

して評価できる。

・海外派遣プログラムについても、現地連携機関からのメンタリング、現地VCとの商談・マッチング、現地ピッチイベント開催の3つを各地で提供するとしており、支援内容も問題はな

いと考える。

・大企業の人材育成を主として行ってきた事業者として、海外留学や現地での業務経験に基づく知見はあるが、事業の実現性・継続性の観点から際立っているものではない。

・短い期間の中で、海外とのネットワークが本当に築けるかが懸念点。

・再委託先は明確に示されておらず、予算も概要は分かるが妥当性を十分に判断できる詳細説明がない。

・申請者が出資までする提案は利害相反があるように思う。

・関連する活動の実績や人脈が豊富とはいえず、提案されているプログラムも具体性に欠ける印象があり、本事業を委託するには不安が残る。

・我が国の起業家向け教育プログラムの課題認識や、提案企業が現在行うプログラムをベースにした教育プログラムについては評価できる。

・教育プログラムだけでなく、コミュニティのハブになる中核人材も既存のプログラム出身者を想定しており、既存のプログラムの取り組みを支援する形になってしまう印象が否めな

い。

・会社の規模、人的リソースは大きいとはいえないため、本事業を委託するには不安が残る。

・グローバルの色彩を前面に出したプログラム提案。本プログラムの目的の背景の本質を理解しており、知見等を活かし、プログラム効果測定にも配慮があって成果が期待できる。

・再委託比率は高いが、実施日程や予算積算にも妥当性がある。

・プログラム内容はベンダーに委託する提案となっており、各プログラムごとの具体的な運営までは言及がなされていない点が不安が残る。


